




















 8 月 19～20 日に吉林省の省都、長春にて吉林大学北東アジア研究院（中国語では「東北
亜研究院」）主催による「北東アジアの平和と発展 国際学術会議」が開催された。同会議








属の国家重点大学である。学生 6 万 3 千名（うち博士課程 3 千 3 百名、修士課程 1 万名、
成人教育は含まない）、教職員 1 万 5 千名を擁する中国最大の大学である。尾池総長が出席





























「連携型 WINWIN アプローチ」の可能性について対中円借款を事例に論じた。 
（文責 北野尚宏） 
